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こ
れ
か
ら
の
御
宿
を
担
う成

人
の
誓
い

　

成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式
が
、
１
月
７
日
に
町
公
民

館
で
開
か
れ
、
艶
や
か
な
振
り
袖
や
は
か
ま
、
ス
ー
ツ
姿

の
新
成
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
成
人
の
木
原
梓
さ
ん
と
橋
本
育
美
さ
ん

が
司
会
を
務
め
、
自
分
た
ち
の
手
で
記
念
と
な
る
成
人
式

を
進
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
長
か
ら
は『
皆
さ
ん
、
御
宿

に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
御
宿
町
の
持
つ
風
土
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
人
間
性

を
忘
れ
ず
、
謙
虚
な
心
を
持
ち
、
相
手
の
こ
と
を
敬
い
、

品
格
の
あ
る
大
人
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。』
と

激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
長
や
来
賓
か
ら
の
祝
辞
を
受
け
、
成
人
代
表
の
小
松

拓
也
さ
ん
と
岡
島
未
果
子
さ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
お
世
話
に

な
っ
た
方
々
へ
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
新
成
人
と
し
て
の

誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
友
人
と
の
会
話
、
恩
師
と
の
記
念
撮
影
な

ど
、
久
し
ぶ
り
の
再
開
を
な
つ
か
し
む
姿
が
多
く
見
ら
れ

会
場
は
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
男
性
33
名
、
女
性
33
名
、
計
66
名
が
大
人
と
し

て
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
だ
し
ま
し
た
。

　

震
災
後
初
め
て
の
成
人
と
な
る
皆
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
何

度
も
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
御
宿
で
育
ん
だ
魂
、
そ
し
て
大
切
な
仲
間
を
忘
れ
ず
、

時
に
は
一
人
で
、
時
に
は
力
を
合
わ
せ
て
困
難
に
立
ち
向

か
っ
て
く
だ
さ
い
。

友
と
の

　

 

変
ら
ぬ
絆

祝成人

式の司会を務めた
木
きはら

原　梓
あづさ

さん（写真右）
橋
はしもと

本育
いく み

美さん（写真左）
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　今日晴れて成人式を迎えることがで
きたのは、これまで見守り、支えてく
ださった家族や地域の皆さまのおかげ
です。本当にありがとうございます。
これから私たちは一人ひとり夢に向
かってそれぞれの道を歩みますが、仲
間と助け合いながら共に成長していき
たいと思います。
　成人を迎えるまでたくさんの方々に
ご心配、ご迷惑をおかけしました。し
かし、これからは皆さまの期待に応え
られるよう努めていきたいと思います。
　まだまだ未熟な私たちですが、今後
ともどうぞ温かく見守ってください。

　私たちはここにいる多くの仲間とともに今日こ
の日を迎えることができ、喜びでいっぱいです。
それと同時に、成人としての責任感を強く感じて
います。
　成人というひとつの節目を迎えた今、自分自身
の行動や言動に責任を持てる大人になりたいと思
います。また、これからの社会に貢献できるよう
努力していきたいです。
　幼少の頃から共に過ごしてきた仲間をこれから
も大切にしていきたいです。

成人の言葉成人の言葉

成人代表の小
こまつ

松拓
たく や

也さん（写真左）と岡
おかじま

島未
み か こ

果子さん（写真右）
から成人の言葉が述べられました

　

国
が
統
計
を
取
り
始
め
て
以
来
、
全
国

で
新
成
人
と
な
る
方
が
過
去
最
少
の
１
２
２

万
人
と
な
り
、
昭
和
45
年
の
最
多
２
４
６
万

人
の
半
数
を
き
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
45
年
の
御
宿
町
の
新
成
人
は
２
０
０

名
お
り
、
今
年
の
新
成
人
66
名
か
ら
比
べ

て
も
、
多
く
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
高
齢
化
率
も
40
％
を
越
え
、

少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
現
状
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

町
で
は
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
お
年
寄
り
が
元
気
で
健
や
か
に
過
ご

せ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
成
人
の
方
に
は
若
い
力
・
発

想
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

新
成
人
か
ら
ひ
と
こ
と

　

町
の
こ
れ
か
ら
を
担
う
新
成
人
に『
御

宿
の
良
い
と
こ
ろ
』・『
こ
う
し
た
ら
も
っ

と
良
く
な
る
こ
と
』
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

　
「
良
い
と
こ
ろ
は
、
故
郷
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
仕
事
・
学
校
か
ら
帰
っ
て
く
る

と
と
に
か
く
落
ち
着
く
事
。
波
の
音
や
、

潮
風
が
と
て
も
心
地
良
い
で
す
。」

　
「
都
心
部
に
比
べ
て
全
体
的
に
不
便
な

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
お
店
の
数
や
交
通

の
便
な
ど
町
が
活
性
化
す
る
た
め
に
も
良

く
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」

　
「
と
に
か
く
、
御
宿
町
に
は
ず
っ
と
御

宿
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
無
く
な
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。」
と
熱
い
意

見
を
頂
き
ま
し
た
。
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一人ひとりが支え合う
自治体消防

平成24年御宿町出初式
　日本における観測史上最大規模のマグニチュード9.0を記録した東北
地方太平洋沖地震。そして、１万人以上の死者を出した東日本大震災。
　震災から１０カ月が経過し、災害の恐ろしさが記憶から徐々に薄れつ
つあります。しかし、災害はいつやってくるか分かりません。
　そのような中、小川団長を中心とした町消防団は、各分団が一丸となり、
１２月の防火デーや年末の夜警など、防火・防災活動に日々取り組んでい
ます。
　町では、消防団を中心に自主防災組織、そして住民それぞれが手を取り
合い、地域における防災体制がより充実することを推進します。
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▲日頃の訓練披露！『ポンプ操法』

　

平
成
24
年
御
宿
町
消
防
団
出
初
式
が
１
月

８
日
に
須
賀
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
総
勢
１
２
５
名
が
参
加
し
、
た
く
さ

ん
の
来
賓
が
参
列
す
る
な
か
、
日
ご
ろ
か
ら

訓
練
し
て
い
る
ポ
ン
プ
操
法
や
小
隊
訓
練
、

分
列
行
進
な
ど
を
披
露
し
、
新
し
い
年
の
地

域
防
災
に
お
け
る
決
意
と
志
気
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
る
消
防
活
動
へ
の
貢

献
を
た
た
え
、
消
防
団
員
へ
表
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
併
せ
て
防
災
・
防
火
ポ
ス
タ
ー

展
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
町
内
の
小
学
校
か
ら

選
び
ぬ
か
れ
た
７
名
・
７
作
品
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

式
典
後
に
は
各
分
団
に
よ
る
放
水
試
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
町
の
消
防
車
が
一
堂
に
会

す
様
子
に
、
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
見
守
る
子

ど
も
た
ち
な
ど
多
く
の
方
が
見
学
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

《
千
葉
県
知
事
功
労
章
》

　

○
第
１
分
団
分
団
長　
　

君　

塚　

桂
一
郎

《
千
葉
県
知
事
精
勤
章
》

　

○
第
２
分
団
分
団
長　
　

花　

﨑　

雅　

彦

　

○
第
８
分
団
分
団
長　
　

髙　

梨　

康　

弘

　

○
第
１
分
団
副
分
団
長　

岩　

瀬　
　
　

聡

《
防
災
危
機
管
理
監
章
》

　

○
第
２
分
団
副
分
団
長　

田　

中　

真　

二

　

○
第
８
分
団
副
分
団
長　

君　

塚　

和　

成

　

○
第
４
分
団
部
長　
　
　

熊　

井　

弘　

勝

　

○
第
８
分
団
部
長　
　
　

新　

井　
　
　

進

《
千
葉
県
消
防
協
会
長
功
労
章
》

　

○
第
４
分
団
分
団
長　
　

神　

定　

浩　

壽

《
千
葉
県
消
防
協
会
長
精
勤
章

　

○
第
７
分
団
分
団
長　
　

藤　

江　

正　

巳

　

○
第
４
分
団
副
分
団
長　

渡　

辺　

英　

紀

《
夷
隅
支
部
長
功
労
章
》

　

○
第
７
分
団
副
分
団
長　

小　

川　

雅　

豊

《
夷
隅
支
部
長
精
勤
章
》

　

○
第
１
分
団
部
長　
　
　

立　

野　

暁　

広

　

○
第
２
分
団
部
長　
　
　

髙　

山　

広　

伸

　

○
第
８
分
団
部
長　
　
　

君　

塚　

博　

一

《
御
宿
町
長
功
労
章
》

　

○
第
１
分
団
班
長　
　
　

南　

雲　
　
　

博

　

○
第
２
分
団
班
長　
　
　

椿　
　
　

哲　

也

　

○
第
４
分
団
班
長　
　
　

小　

松　

健　

一

　

○
第
７
分
団
班
長　
　
　

殿　

岡　
　
　

豊

　

○
第
８
分
団
班
長　
　
　

井　

上　

桂　

之

《
御
宿
町
消
防
団
長
精
勤
章
》

　

○
第
１
分
団
班
長　
　
　

君　

塚　

和　

久

　

○
第
４
分
団
班
長　
　
　

石　

井　
　
　

学

　

○
第
７
分
団
班
長　
　
　

高　

橋　

幸　

隆

　

○
第
８
分
団
班
長　
　
　

吉　

野　

健　

作

　

○
第
２
分
団
団
員　
　
　

三　

木　

治　

久

出
初
式
表
彰
者

防
災
・
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

表
彰
者

《
御
宿
町
長
賞
》

　

○
御
宿
小
学
校
４
年　
　

小　

松　

未　

希

《
御
宿
町
消
防
団
長
賞
》

　

○
布
施
小
学
校
２
年　
　

吉　

野　

友　

菜

《
御
宿
町
教
育
長
賞
》

　

○
御
宿
小
学
校
６
年　
　

小　

松　

華　

奈

《
夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

消
防
本
部
消
防
長
賞
》

　

○
御
宿
小
学
校
３
年　
　

山　

下　

愛　

翔

《
夷
隅
郡
市
防
火
安
全
協
会
長
賞
》

　

○
御
宿
小
学
校
６
年　
　

水　

上　

美　

歩

《（
社
）千
葉
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
長
賞
》

　

○
御
宿
小
学
校
６
年　
　

君　

塚　

玲　

哉

《（
社
）千
葉
県
消
防
設
備
協
会
長
賞
》

　

○
布
施
小
学
校
６
年　
　

佐　

藤　

亜　

美

（
敬
称
略
）

▲

写
真
左
か
ら
佐
藤
亜
美
さ
ん
、君
塚
玲
哉
く

ん
、水
上
美
歩
さ
ん
、山
下
愛
翔
さ
ん
、小
松

華
奈
さ
ん
、吉
野
友
菜
さ
ん（
当
日
欠
席
）、

小
松
未
希
さ
ん
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毎
年
の
恒
例
と
な
っ
た
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
12
月
３
日
か
ら
１
月
９
日
ま
で

設
置
さ
れ
御
宿
の
夜
を
彩
り
ま
し
た
。

今
年
も
お
ん
じ
ゅ
く
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー

ク
か
ら
砂
丘
橋
、
月
の
沙
漠
記
念
館
前
広

場
に
か
け
て
実
施
し
、
規
模
を
拡
大
し
た

３
万
個
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
御
宿
の
冬
の
夜
を
鮮

や
か
に
演
出
し
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
デ
ザ
イ

ン
を
子
ど
も
た
ち
か
ら
募
集
し
、

エ
ビ
ア
ミ
ー
ゴ
や
チ
ー
バ
君
等
の

デ
ザ
イ
ン
が
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
冬
の
澄
ん

だ
空
気
の
中
に
輝
き
、
水
面
に
映

る
様
子
は
、
と
て
も
幻
想
的
で
し

た
。

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
戸
籍
は
和

紙
を
用
い
、
タ
イ
プ
ま
た
は
手
書

き
で
記
載
、
管
理
し
て
き
ま
し
た
。

戸
籍
事
務
の
迅
速
性
、
正
確

性
の
確
保
と
窓
口
に
お
け
る
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
、
御
宿

町
に
本
籍
を
有
す
る
方
の
戸
籍
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
し
、
12
月
19
日

か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
に
よ
る

戸
籍
事
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

戸
籍
事
務
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

に
よ
り
、
戸
籍
の
作
成
か
ら
証
明

発
行
に
か
か
る
検
索
及
び
処
理
時

間
が
短
縮
さ
れ
る
と
と
も
に
、
戸

籍
簿
等
の
個
人
情
報
を
火
災
か
ら

守
る
な
ど
、
事
務
の
効
率
化
及
び

安
全
性
の
確
保
等
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

ま
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に
伴
い
、

見
や
す
く
ス
ッ
キ
リ
と
し
た
様
式

へ
と
生
ま
れ
変
わ
り
、
よ
り
分
か

り
や
す
い
戸
籍
証
明
の
発
行
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

冬
を
彩
る

　
　
　
　

　
　

光
Ｌ
Ｅ
Ｄ
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

サンタが家にやってきた！
～青団連サンタクロース訪問事業～

　町青年団体連絡協議会では、サンタクロースに扮し、子ど
もたちへクリスマスプレゼントを届ける「サンタクロース訪問
事業」を１２月２４日のクリスマスイブに行いました。
　今年は、トナカイと一緒に、４８件（７９名）の子どもたち
にプレゼントが届けられました。
　「当日は、子どもたちは朝から鼻歌を歌って、サンタさんが
来るのをとても楽しみにしていました。子どもたちに夢を与
えるいい活動だと思いますので、今後も続けていってほしい。」
と保護者からも声を頂きました。 ▲今年はトナカイさんもいっしょだよ！

戸
籍
事
務
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化

ス
タ
ー
ト

御
宿
の
冬
の
夜
を
演
出
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今、我々にできること･･･
～スルメイカ付加価値向上を目指して～

ロボットにもう夢中♪
　御宿小学校で、千葉工業大学未来ロボット技術研究
センター（ｆｕＲｏ）所長の古田貴之さんを講師に迎え、
１２月１２日に「ロボット教室」が開催され、５年生、
６年生が参加しました。
　この教室ではロボットの動きや活用法、無人探査ロ
ボットなどが紹介され、子どもたちは、古田さんのジェ
スチャーを取り入れた説明や、持ち込まれた開発ロボッ
トにくぎ付けになっていました。

　話がひと段落し、自由時間になると、持ち込まれ
たロボットや講師のもとにいち早く駆け寄り、思い
思いの疑問をぶつけていました。
　古田さんからは「自分の好きなロボット技術が少し
でも世の中の役にたち、ハッピーになってくれれば。」
と話を伺うことができました。終始子どもたちの笑
顔があふれる教室となりました。

　地域の漁業を支える漁協青年部。その活動内容を発表する「千
葉県水産業青壮年女性活動実績発表大会」が１１月１９日に千葉
市で行われました。
　この大会は県内の各地域の代表が日頃の活動と漁業への思いを
発表するもので、長生漁協から新勝浦漁協までの５つの漁協を代表し出場した御宿岩和田漁協の村上裕
行さんと村上賢一さんが見事、優秀賞に輝きました。
　漁協が統合して以来、町の代表者が県大会で優秀賞を獲得するのは初の快挙です。
　村上さんたちは、『スルメイカの付加価値向上』をテーマに発表し、イカの水揚量・価格の減少と燃油

価格上昇に伴う経営難に立ち向かうべく、漁業者にしか
できない付加価値を付けてのイカの販売について、【イカ
の沖干し】や【沖漬け】の研究・活動状況を発表しました。
　発表の最後には「昔から地元でとれているスルメイカを
使い、町や観光協会とタイアップしながら町全体として
「御宿のスルメイカ」をアピールしていきたいと考えてい
ます。」と結び、大きな拍手が会場を包みました。
　お二人は千葉県代表として３月に行われる全国大会に
出場されます。

▲発表を終え、ほっとした様子の
村上　裕行さん（左）村上　賢一さん（右）

千葉県水産業青壮年女性活動
実績発表大会　優秀賞

～御宿小学校ロボット教室～
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御宿町人事行政の運営等の状況
御宿町職員の給与や定員管理の状況について、広く町民にご覧いただき、より公平で透明性の

あるものとしていくため、次のとおり公表します。

Ⅰ　職員の勤務時間その他勤務条件の状況
1. 勤務時間の状況について
開始時刻 終了時刻 休	憩

8:30 17:15 12:00～13:00

Ⅱ　職員の分限及び懲戒の状況
1. 職員の分限処分の状況について（平成 22年度）
降　任 免　職 休　職 降　級

0 0 0 0

戒　告 減　給 停　職 免　職
0 1 0 0

2. 職員の懲戒処分の状況について（平成 22年度）

Ⅲ　職員の服務の状況
1. 年次有給休暇の状況について（平成 22年）

平均取得日数 消　化　率
8.0日 20.0%

育児休業
取得者数

部分休業
取得者数うち両休業

取得者数
男性職員 0 0 0
女性職員 2 0 0
計 0 0 0

2. 育児休業及び部分休業の状況について（平成 22年度）

Ⅳ　職員の研修及び勤務成績の評定の状況
1. 職員の研修（平成 22年度）

御宿町では、御宿町職員人材育成基本方針に沿って、毎年度計画
的に研修所での研修等を行っています。

区　　分 課程数 修了職員数
研修所での
研修

職責や経験別によるもの 4 24人
業務別のもの 12 20人

外部研修 海外視察 1 1人
ビジネスマナー 1 5人

内部研修 業務別のもの 4 22人
職場研修 1 5人

Ⅴ　職員の福祉及び利益の保護の状況
（1）職員互助会
　主に職員の福利厚生を充実させるため、職員互助会で各種
事業を行っています。
　・職員冠婚葬祭費助成　　・視察研修
　・予防接種費助成　　　　・奉仕作業　など

歳入
決算額

会員掛金 2,919,372円

歳出
決算額

冠婚葬祭助成金 843,000円
繰越金 2,274,639円 視察研修費 1,220,000円

諸 収 入 22,412円 予防接種費助成金 84,000円
計 5,216,423円 その他 621,958円

計 2,768,958円

（2）健康管理
　全職員に対し、労働安全衛生法に基づく定期健康診断と

　その結果を基に保健師による保健指導を行い、職員の健康
　状態の把握と疾病の早期発見に努めています。

　平成 22 年度の定期健康診断受診者数　　69 人

Ⅵ　勤務条件に関する措置の要求の状況
「該当案件なし」
Ⅶ　不利益処分に関する不服申し立ての状況

「該当案件なし」

御宿町の給与・定員管理等について

1　総　括
（1） 人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本台
帳人口

（平成22年度末）

歳出額
（A）

実質収支 人件費
（B）

人件費率
（B/A）

平成
22年度

　人
8,033 

　千円
5,197,587

　千円
308,483

　千円
731,588

　％
14.1

（2） 職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
（A）

給　　与　　費 一人当たり
給与費	
B/A給	料 職員手当 期末・勤勉

手当 計（B）

平成
22年度

　人
93 

　千円
297,609

　千円
39,494

　千円
109,087

　千円
446,190

　千円
4,798

（注） 1　職員手当には退職手当を含まない。
 2　職員数は、普通会計に係る平成 23 年 4 月1日現在の

　　　職員人数です。

（3） ラスパイレス指数の状況（各年4月1日現在）

（4） 給与改定の状況
①月例給

区分
人事委員会の勧告 給与

改定率民間給与
（A）

公務員給与
（B）

較差
（A-B）

勧告
（改定率）

平成
23年度

　円
404,466

　円
405,560

△1,094円
（△0.27％）

　％
△0.30

　％
△0.30

（参考）
国の
改定率

　％
△0.23

（注）「民間給与」、「公務員給与」は、人事委員会勧告におい
て公民の 4 月分の給与額をラスパイレス比較した平均
給与月額です。

②特別給

区分
人事委員会の勧告

年間
支給
月数

民間の
支給割合
（A）

公務員の
支給月数
（B）

較差
（A-B）

勧告
（改定月数）

平成
23年度

　月
3.97

　月
3.95

　月
△0.02

　月
0.0

　月
3.95

（参考）
国の年間	
支給月数

　月
3.95

※「民間の支給割合」は民間事業所で支払われた賞与等の特別
給の年間支給割合、「公務員の支給月数」は期末手当及び勤
勉手当の支給月数です。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした
場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。

（H17）（H17）
93.0

（H22）
95.1

（H17）（H17）
93.7

（H22）
95.4

（H17）（H17）
93.2

（H22）
94.1

（H22）
94.1

85

90

95

100

御宿町 全国町村平均 類似団体

2. 勤務成績の評定の状況
全職員を対象に、6 月 1 日、12 月 1 日を基準日として勤務成績の

定期評価を行い、勤勉手当への反映を行っています。

職員互助会の平成22年度決算
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御宿町人事行政の運営等の状況
2　職員の平均給与月額、初任給等の状況

（1） 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の
状況（平成23年4月1日現在）

区　分 平均年齢 平均給料
月額

平均給与
月額

平均給与月額
（国ベース）

御宿町 40.7歳 300,300円 328,000円 320,939円
千葉県 43.7歳 349,321円 444,497円 ―

①一般行政職

区　分
公　務　員

平均年
齢 職員数 平均給料

月額
平均給与月額	
（A）

平均給与月額	
（国ベース）

御宿町 50.5歳 6人 277,200円 295,900円 289,337円
うち、運転手 59.0歳 1人 325,800円 361,752円 340,800円
うち、清掃作業員 44.7歳 3人 254,733円 278,743円 272,600円
うち、給食調理員 54.0歳 2人 286,700円 288,750円 288,750円
千葉県 50.3歳 －人 332,287円 389,037円 －円

②技能労務職

区　分
民　　　間

対応する民間の
類似職種

平均
年齢

平均給与
月額（B）Ａ/Ｂ

御宿町 － － － －
うち、運転手 自家用乗用自動車運転手 55.3歳 263,900円 1.37
うち、清掃作業員 廃棄物処理場従業員 44.6歳 290,900円 0.96
うち、給食調理員 調理師 41.6歳 261,400円 1.10 

区　分
参　　考

年収ベース（試算値）の比較
公務員（Ｃ） 民　間（Ｄ） Ｃ／Ｄ

御宿町 － － － 
うち、運転手 5,611,114円 3,516,000円 1.60
うち、清掃作業員 4,366,978円 3,985,200円 1.10
うち、給食調理員 4,585,876円 3,441,600円 1.33

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されている
データを使用しています。（平成 20 年～ 22 年の 3 ヵ年平均）

※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、
雇用形態等の点において完全に一致しているものではありません。

※年収ベースの「公務員（C）」及び「民間（D）」のデータは、それぞ
れ平均給与月額を 12 倍にしたものに、公務員においては前年度
に支給された期末・勤勉手当、民間においては前年に支給された
年間賞与の額を加えた試算値です。

（注）1　「平均給料月額」とは、平成 23 年 4 月 1 日現在における各
職種ごとの職員の基本給の平均です。

　　2　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手
当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべて
の諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実
態調査において明らかにされているものです。また、「平
均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額
には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれて
いないことから、比較のため国家公務員と同じベースで
再計算したものです。

（2） 職員の初任給の状況（平成23年4月1日現在）
区　　分 御宿町 国

一般行政職 大　学　卒 172,200円 172,200円 
高　校　卒 140,100円 140,100円

技能労務職 高　校　卒 135,600円 135,600円

（3） 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　（平成23年4月1日現在）
区　　分 経験年数10年～15年 経験年数15年～20年 経験年数20年～25年

一　般
行政職

大学卒 272,263円 326,167円 359,638円 
高校卒 210,800円 －　　円 278,600円

技　能
労務職

高校卒 －　　円 －　　円 239,100円
中学卒 －　　円 －　　円 －　　円

3　一般行政職の級別職員数の状況
（1） 一般行政職の級別職員数の状況（平成23年4月1日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

１級 主 事 補 8人 13.8%

２級 主 　 事 7人 12.1%

３級 主 任 主 事 10人 17.3%

４級 係 　 　 長 9人 15.5%

５級 主 　 　 査 4人 6.9%

６級 課 長 補 佐 ・ 班 長 10人 17.2%

７級 課長及び主幹・議会事務局長 10人 17.2%

（注）1 御宿町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員
数です。

　　 2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表
的な職務です。

4　職員の手当の状況
（1） 期末手当・勤勉手当

【参考】勤勉手当への勤務実績の反映状況
全職員について、毎年 6 月1日及び 12 月1日を基準日とする勤

務実績をそれぞれ 6 月の勤勉手当、12 月の勤勉手当に反映させて
います。

御宿町 国
１人当たり平均支給額

（平成22年度）
 1,186千円

―

（平成22年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
2.60 月分　　　1.35 月分

（平成22年度支給割合）
期末手当　　勤勉手当
2.60月分　　 1.35月分

　　1.45月分　　 0.65月分
（下段は再任用職員に係る支給割合）

（加算措置の状況）
職務の級等による加算措置

（5～15％）

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の
級等による加算措置

（5～20％）

（2） 昇給への勤務成績の反映状況
御宿町では人事考課による 5段階の勤務成績により昇給号数

（0号～4号）を決定し 4 月 1 日の昇給に反映させています。

1級
13.8%

2級
12.1%

3級
17.3%

4級
15.5%

5級6.9%

6級
17.2%

7級
17.2%
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10.7%
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16.1%

3級
21.4%

4級
8.9%

5級
12.5%

6級
16.1%
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14.3%

1級4.7%
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御宿町人事行政の運営等の状況
（2） 退職手当の支給率（平成23年4月1日現在）

御宿町 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.50月分 30.55月分 勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分 勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分 勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分 最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例
（2～20%加算） その他の加算措置 定年前早期退職特例

（2～20%加算）
１人当たり平均支給額 1,976千円 17,746千円

（注）1　給料及び報酬の（　）内は、町長等の給料の特例に関する条例に基づ
く減額措置を行う前の金額です。（平成 21年 2月 5日から 50%減額）

　　 2　類似団体における最高 /最低額は、減額措置等を行う前の金額です。
　　 3　退職手当の「1 期の手当額」は、4 月1日現在の給料月額及び支給率に

基づき、1期（4年＝ 48月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

6　職員数の状況
（1）部門別職員数の状況と主な増減理由　　 （各年4月1日現在）

（注） 1　職員数は一般職に属する職員数です。（ただし教育長は除く）
 2　[　]内は、条例定数の合計です。

（3） 地域手当（平成23年4月1日現在）
支給していません。

（4） 特殊勤務手当（平成23年4月1日現在）
支給制度はありません。（平成 18年度をもって廃止しました。）

（5） 時間外勤務手当
支給実績（平成22年度決算） 3,271千円
職員１人当たり平均支給年額（平成22年度決算） 36千円
支給実績（平成21年度決算） 4,795千円
職員１人当たり平均支給年額（平成21年度決算） 52千円

（6） その他の手当（平成23年4月1日現在）

手当名 内容及び支給単価
国の制
度との
異同

国の制度と	
異なる内容

支給実績
（22年度決算）

支給職員１
人当たり平
均支給年額
（22年度決算）

扶養
手当

配偶者13,000円 
配偶者以外の扶養親族　2人まで1人
6,500円3人目から１人5,500円 
16歳から22歳までの子1人5,000円加算 
3人目以降の子に限り1,000円加算

異
国は子に限
らず3人目
以降の扶養
に1,000円
加算

9,784
千円 

105,204
円

住居
手当

●借家の場合（家賃12,000円を超える場合） 
家賃の額に応じて支給（最高27,000円） 同 2,280

千円
24,516

円

通勤
手当

●交通機関を利用する場合　　　　 
運賃代45,000円までは全額支給それを越える
部分については、5,000円を限度に半額支給
●自動車等を利用する場合　 
通勤距離に応じて2,000円～20,900円を支給

異
国は運賃
代最高額
55,000円

2,524
千円

27,140
円

管理職
手当

7級職　30,000円 
7級相当職　14,000円 
6級職及び保育所5級職　7,000円

異
国は職務の
級等に応じ
31,700円～
139,300円

4,154
千円

44,667
円

休日勤
務手当

休日等において正規の勤務時間中に勤
務を命ぜられた場合勤務１時間につき
勤務１時間あたりの給与額の135/100

同 7,693
千円

82,720
円

管理職
特別勤
務手当

管理職が週休日等において勤務を命ぜ
られた場合、勤務1回につき支給する
7級職8,000円または12,000円（勤務時間
による）6級職4,000円または6,000円（勤
務時間による）

同 482
千円

5,183
千円

宿日直
手当 宿日直業務1回につき　4,200円 同 4,091

千円
43,989

円

5　特別職の報酬等の状況（平成23年4月1日現在）
区　　分 給　料　月　額　等

給　

料

町　　　長

副　町　長

380,000円
（760,000円）

304,500円
（609,000円）

（参考）類似団体における最高／最低額

876,000円／520,000円

728,000円／360,000円
報　

酬

議　　　長
副　議　長
議　　　員

270,000円
226,000円
215,000円 

370,000円／205,000円 
320,000円／165,000円 
300,000円／146,000円 

期
末
手
当

町　　　長
副　町　長 （22年度支給割合）4.4月分

議　　　長
副　議　長
議　　　員

（22年度支給割合）3.25月分

退
職
手
当

市区町村長
副市町村長

（算定方式）　　　　　　（1期の手当額） （支給時期）
給料月額×45/100×在職月数　　8,208,000円　　任期毎
給料月額×25/100×在職月数 3,654,000円　　任期毎

備　　　考

（注）退職手当の 1人当たり平均支給額は、平成 22年度に退職した職員に支給
された平均額です。

区分
部門

職　員　数 対前年
増減数 主な増減理由

平成22年 平成23年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議 会
総 務
税 務
農林水産
商 工
土 木
民 生
衛 生
国保・介護

2
24
7
5
3
5
20
12
5

2
24
7
5
3
5
20
12
6

0
0
0
0
0
0
0
0
1 国保関係職員増員

計 83 84 1 〈参考〉
人口1,000人当たり職員数  10.5人

教育部門 9 8 －1 退職職員不補充
消防部門

小　計 92 92 0 〈参考〉
人口1,000人当たり職員数  11.5人

公
営
企
業

会
計
部
門

水　道 3 3 0
小　計 3 3 0

合　　計 95
[115]

95
[115]

0 〈参考〉
人口1,000人当たり職員数  11.8人

（3）定員管理の数値目標及び進捗状況
①平成23年 4月1日～平成27年 4月1日における定員管理の数値目標
平成23年4月１日
職員数

平成27年4月１日
職員数 純増減数 純増減率

人96 人100 人4 %4.2

（注） 1　計画期間は、平成 23 年から 27 年です。
 2　（　　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示す。
 3　増減は、各年の欄にあっては対前年度比の職員増減数を、計の欄

にあっては計画 1年目以降現年までの職員増減数の累計を示す。

②定員管理の数値目標の年次別進捗状況（実績）の概要
（各年4月1日現在）

区分
部門

23年
計画始期

24年
1年目

25年
2年目

26年
3年目

27年
4年目

23年～27年
計

参考
数値目標

一般
行政

職員数 78 －
増　減 －

教育
職員数 9 －
増　減 －

消防
職員数 － －
増　減 －

公営企業
等会計

職員数 9 －
増　減 －

計
職員数 96 100
増　減 4

（2）年齢別職員構成の状況（平成23年4月1日現在）

区
分

20歳
未満

20歳

～

23歳
24歳

～

27歳
28歳

～

31歳
32歳

～

35歳
36歳

～

39歳
40歳

～

43歳
44歳

～

47歳
48歳

～

51歳
52歳

～

55歳
56歳

～

59歳
60歳
以上 計

職
員
数

人
0

人
3

人
12

人
8

人
12

人
11

人
10

人
10

人
12

人
6

人
11

人
0

人
95

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

構成比

５年前の構
成比

%

20
歳
未
満

20
ー
23

24
ー
27

28
ー
31

32
ー
35

36
ー
39

40
ー
43

44
ー
47

48
ー
51

52
ー
55

56
ー
59

60
歳
以
上

平成24年度以降実績を
掲載していきます



家じゅうどこでも自由に
持ち運べる

画面を見たまま触れるだけで
簡単にインターネットが楽しめる
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光ブロードバンドサービス「フレッツ光」に関するお知らせ

わが家の簡単タブレット「光 iフレーム２」新登場！
ＮＴＴ東日本では、平成２３年３月１５日より光ブロードバンドサービス「フレッツ光」を町
内全域で提供中です。
「フレッツ光」では、最大２００Ｍｂｐｓの高速インターネット接続に加え、光ファイバーを利
用したＩＰ電話「ひかり電話」、映画などの専門チャンネルを視聴できる映像（テレビ）サービス
などのオプションサービスも利用することができます。
また、使いやすいシンプルな機能を兼ね備えた、タブレット型の情報端末「光 i フレーム２」
も発売されました。子どもから大人まで家族みんなのお手軽インターネット端末として、楽しめ
ます。
くわしくはＮＴＴ東日本までお問い合わせください。

【光iフレーム２概要】

○「光 iフレーム２」はレンタルまたはご購入ができます。提供形態、料金等くわしくは
ＮＴＴ東日本までお問い合わせください。

【問い合わせ】ＮＴＴ東日本－千葉　TEL:0120－116116

搭載のカメラで撮った写真を
その場でアップロード可能

２本の指で画面を簡単に
拡大縮小できるなど、使い勝手も便利

主な機能

●インターネットブラウザ　●写真・音楽・動画再生
●デジタルフォトフレーム　●生活防水機能
●カメラ　●ＧＰＳ　●コンパス　●加速度センサー
●マイク　●赤外線通信　●Bluetooth通信
●Flashファイル表示　●PDFファイル表示
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制服学校指定店（男子・女子）
・一宮商業高校　・大 原 高 校
・大多喜高校　・茂原樟陽高校
・勝浦若潮高校　・長 生 高 校
・茂 原 高 校 シャツ・ブラウス・ネクタイ

　ソックス等取り扱っております。

大原中央商店街通り
TEL.62－0 2 3 6

全国大会への出場権獲得！
平成 23 年度全国小学生ソフトテニス千葉県予選

大会が 11 月 13 日に行われ、５年生男子の部で水
野裕

ゆ う き

貴君（写真中央）が準優勝、４年生男子の部
で水野友

と も き

貴君（写真左）、女子の部で髙梨美
み さ き

咲さん
（写真右）が３位に輝き、見事全国大会への出場権
を獲得しました。

３名はそれぞれのペアとともに、3 月 30 日に開
かれる全国大会に出場します。

総務大臣表彰
越
こしかわ

川　芳
よしのり

範さん
平成 23 年度統計功労者に越川芳範さん（新町）

が選ばれ、総務大臣表彰が贈られました。
越川さんは昭和 56 年から数多くの統計調査に従

事され、強い責任感と熱意のある姿勢が今回の表
彰へと繋がりました。

こうした調査員の地道
な活動があって、正確な
統計調査が行われていま
す。これからも統計調査
員の役割は重要であり、
調査に欠くことのできな
い存在です。調査員をは
じめ町民の皆さまのご協
力をお願いします。

≪献血にご協力ください≫
安全な血液を確保・供給するため、皆さんのご理解とご協力をお願いします。千葉県赤十字血液センター
の献血車が町内の 3カ所（御宿町保健センター・特別養護老人ホーム外房・御宿町公民館）で２月下旬
に採血をします。　※詳しい日程は「お知らせ版 2月 10日号」にてお知らせします。
また県内の「献血ルーム」で献血を行っていますので、ご協力をお願いします。

◇千葉県内献血ルーム
ルーム名 全血献血受付 成分献血受付 定休日 電話番号

モノレールちば駅献血ルーム
（モノレール千葉駅構内）

10:00～13:00 10:00～12:00
年末年始 043-224-0332

14:00～17:40 14:00～17:10

津田沼献血ルーム
（ＪＲ津田沼駅北口／津田沼ビル４階）

10:00～13:00 10:00～12:00
年末年始 047-493-0322

14:00～17:40 14:00～17:10

運転免許センター献血ルーム
（千葉県運転免許センター内）

9:00～13:00
14:00～16:30
（日曜は16:10）

9:00～12:00
14:00～15:30
（平日のみ）

土曜日･祝日	
・年末年始 043-276-3641

○問い合わせ：保健福祉課保健事業班　℡68－6717
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　外来診療での支払いが
　　　　　　自己負担限度額までとなります

入院をする方は、あらかじめ保険者（御宿町）の窓口で「限度額適用
認定申請」（住民税非課税世帯は「限度額適用・標準負担額減額申請」）
をおこなうことにより医療機関での窓口負担が所得に応じた限度額まで
となります。

平成 24 年 4 月 1 日からは外来（通院）についても保険者（御宿町）
に申請することにより窓口負担が下記表の限度額までとなります。

《自己負担限度額（70歳以上の場合）》

区　分
限度額（月額）

外来のみ 入院　＋　外来

現役並み所得者
《住民税課税世帯で課税所得145万円以上の方》 44,400円

80,100円
※医療費が267,000円を超えた場合
　80,100円＋（医療費の総額－267,000円）×1％

一　　般　《上記及び下記以外の方》 12,000円 44,400円

低所得Ⅱ《低所得Ⅰ以外の住民税非課税の方》 8,000円 24,600円

低所得Ⅰ《住民税非課税世帯で総所得金額が0円の方》 8,000円 15,000円

※現役並み所得者、一般に該当する方については、国民健康保険被保険者証、高齢者受給者証を医療機関窓口に提
示することにより、上記限度額となり申請の必要はありません。

《自己負担限度額（70歳未満の場合）》

区　分 限度額（月額）

上位所得者《世帯総所得が600万円以上の方》
150,000円

※医療費が500,000円を超えた場合
　150,000円＋（医療費の総額－500,000円）×1％

一　　　般
80,100円

※医療費が267,000円を超えた場合
　80,100円＋（医療費の総額－267,000円）×1％

町民税非課税世帯《住民税非課税世帯の方》 35,400円

※現時点での限度額となっています。
　直近の１２ヶ月間に、３回以上の限度額の適用を受けた場合は、4回目からの限度額が引き下がります。
　限度額については、同一の医療機関に限ります。

【問い合わせ及び窓口】　町役場3階　保健福祉課　保健事業班　TEL６８－６７１７

健康国保国保
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
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地
産
地
消

い
ま
が
旬
！

Vol,09

　

寒
さ
が
厳
し
さ
を
増
す
こ

の
時
期
、
ひ
ら
め
が
旬
を
迎

え
ま
す
。

　

旬
の
時
期
に
脂
が
の
っ
て

く
る
と
、
白
身
の
は
ず
の
身

が
飴
色
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

天
然
・
養
殖
と
多
く
流
通

す
る
ひ
ら
め
の
多
く
は
網
漁

で
獲
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、

御
宿
で
水
揚
げ
さ
れ
る
も
の

は
１
匹
ず
つ
釣
り
上
げ
、
鮮

度
も
高
く「
釣
り
び
ら
め
」

と
し
て
市
場
で
人
気
が
あ
り

ま
す
。

【
ひ
ら
め
豆
知
識
】

　

ひ
ら
め
は
、「
と
に
か
く

新
鮮
で
歯
ご
た
え
の
良
い
も

の
が
い
い
」
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
き
ち
ん
と
活
き
締
め
し
、

氷
温
で
12
時
間
程
度
熟
成
さ

れ
た
も
の
の
ほ
う
が
、
旨
み

成
分
が
身
に
い
き
わ
た
り
美

味
し
く
味
わ
え
ま
す
。

　

ま
た
、
刺
身
の
場
合
、
わ

さ
び
醤
油
で
な
く
、
ポ
ン
酢

醤
油
と
ア
サ
ツ
キ
、
も
み
じ

お
ろ
し
で
頂
く
と
ひ
ら
め
の

繊
細
な
旨
み
が
味
わ
え
ま
す
。

ひ
ら
め

く
ら
し
の

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
INFORMATION

お
知
ら
せ

科
学
館
こ
ど
も
教
室

コ
パ
ル
を
磨
い
て
生
物
発
見
！

　

県
立
現
代
産
業
科
学
館
で
は
次

の
と
お
り
こ
ど
も
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
コ
パ
ル（
木
の
樹
脂
等
が

半
化
石
化
し
た
も
の
）
を
磨
い
て

閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
太
古
の
生

物
を
見
つ
け
よ
う
。

▼
日
時・
会
場

　

２
月
12
日（
日
）・
19
日（
日
）

　

各
日
①
13
時
15
分
～

　
　
　

②
14
時
15
分
～

▼
対　

象　

小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
定　

員　

各
25
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

▼
申
込
方
法

　

当
日
開
始
20
分
前
か
ら
受
付

▼
教
室
参
加
費　

４
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
現
代
産
業
科
学
館

℡
０
４
７
‐
３
７
９
‐
２
０
０
５

在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
の活

用
を

　

千
葉
県
で
は
、
身
体
が
不
自
由

で
歯
科
通
院
が
困
難
な
た
め
、
在

宅
で
歯
科
医
療
を
受
け
た
い
方
や

ご
家
族
等
か
ら
の
、
電
話
と
フ
ァ

ク
ス
に
よ
る
相
談
窓
口『
在
宅
歯
科

医
療
連
携
室
』
を
１
月
12
日（
木
）

か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
内
容

○
在
宅
歯
科
医
療
に
関
す
る
相
談

○
訪
問
歯
科
診
療
・
口
腔
ケ
ア
を

行
う
歯
科
診
療
所
等
の
紹
介

○
在
宅
歯
科
医
療
を
行
う
上
で
の
、

医
療
機
関
や
介
護
事
業
者
等
と

の
調
整
な
ど

▼
相
談
電
話
番
号・
受
付
日
時

℡
０
４
３
‐
２
４
１
‐
８
０
２
０

　

月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

10
時
～
16
時

▼
相
談
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号・
受
付
日
時

Fax
０
４
３
‐
２
４
１
‐
８
２
１
８

　

３
６
５
日
受
付

※
回
答
連
絡
は
後
日
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
健
康
づ
く
り
支
援
課 

℡
０
４
３
‐
２
２
３
‐
２
６
７
１

Fax
０
４
３
‐
２
２
５
‐
０
３
２
２
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編 集 記後
　新成人の集まる公民館に取材に行き、若い力が少し
わけてもらえた気がします。
　私育った地域では同学年の数が多く、市町村主催の
式典に参加しても“知っている顔”を探すのが難しい
ほどでした。御宿町の和気あいあいとした雰囲気、皆
が友という環境を羨ましく思いました。（井本）

2012.1

人の動き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■8,042人（－10）男 3,833人  女  4,209人
　世帯数 3,601  （平成23年12月31日）

御宿分署の出動状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■火災件数 0　救急件数 52　平成23年12月中

交通事故発生状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■発生件数23　死者数 0　負傷者数 30
　（平成23年1月1日～12月27日現在）

町民バス利用状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■乗車人数 163　平成23年12月中

ダムの貯水状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■有効貯水量506,000㎥　有効貯水率 87.4%
　（平成23年12月31日現在）

町浄水場の水質検査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■放射性ヨウ素及びセシウム　
　平成24年1月10日　採水の検査結果「不検出」

慶弔（ 12月届 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　出生 1　死亡 15

足あ
し
ば
や早

に
過す

ぎ
ゆ
く
日ひ

び々

や
初は

つ
し
ぐ
れ

時
雨	

澤
崎　

幸
子

荒あ
ら
う
み海
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タウンカレンダー

（保健）＝町保健センター　　（御児）＝御宿児童館　　（B&G）＝B&G海洋センター　　

（公民）＝町公民館　　（保健）＝町保健センター　　（御児）＝御宿児童館　　（B&G）＝Ｂ＆Ｇ海洋センター　　

日 月 火 水 木 金 土

健康運動教室
14:00～（B&G）

交通事故無料相談
10:00～15:00

（相談室）
健康運動教室
14:00～（B&G）

おんじゅくまちかど
つるし雛めぐり開幕
（３月４日まで）
健康運動教室
14:00～（B&G）

確定申告受付開始
（3月15日まで）

乳児相談
13:30～15:00（保健）

町県民税出張受付
（町内全域）

献血
（町内３ケ所）

健康運動教室
14:00～（B&G）

海の花祭り
駅からハイキング
サンデーオープン
9:00～12:00
町内清掃（町内全域）

1歳半・３歳児健診
1歳半：13:15～
３歳：13:30～
（保健）

国民健康保険税
　　　第８期納期限
子育て相談
10:00～11:30（御児）

2月　如月
321

10

17

24

9

16

23

8

15

22

7

14

21

27 28 29

6

13

20

5

12

19

26

4

11建国記念の日

18

25

エビアミーゴ　2月の冒険予定♪

【2月の活動予定】
○ 4日	 地域再発見プロジェクト　千葉産直市
	 【会　場】上野駅中央改札グランドコンコース
○ 11日	 熱血 BO-SOTV　元気推進プロジェクト
	 【千葉テレビ　17：30～ 18：20】　
○ 19日	 海の花祭り
	 【会　場】月の沙漠記念館前広場
○ 25日	 千葉県指定伝統工芸品展　千葉県の物産観光展
	 【会　場】そごう千葉店 6階催事場
【問い合わせ】産業観光課　商工観光班　TEL68－ 2513


